
文
部
省
在
外
研
究
員

大
正
九
年
九
月
十
五
日
、
文
部
省
在
外
研
究
員
規
程
（
勅
令
第
三
九
三
号
）

が
、
次
い
で
同
月
二
十
九
日
に
同
規
程
施
行
細
則
（
文
部
省
令
第
二
五
号
）
が

公
布
さ
れ
、
従
来
の
文
部
省
外
国
留
学
生
規
程
お
よ
び
細
則
は
廃
止
さ
れ
た
。

新
し
い
規
程
の
第
一
条
に
は

第
一
条
文
部
省
在
外
研
究
員
ハ
外
国
二
於
テ
学
術
技
芸
ヲ
研
究
七
シ
ム
ル

為
文
部
省
直
轄
学
校
教
官
其
ノ
他
文
部
大
臣
二
於
テ
適
当
卜
認
ム
ル
者
ニ

就
キ
文
部
大
臣
之
ヲ
命
ス

と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、

員
」
と
改
称
さ
れ
た
。

さ
て
、
本
校
教
官
中
、
明
治
、
大
正
期
に
右
の
二
規
程
に
甚
づ
い
て
外
国
へ

派
遣
さ
れ
た
者
は
、
明
治
期
の
岡
田
三
郎
助
、
浅
井
忠
、
和
田
英
作
、
黒
田
清

輝
、
白
井
雨
山
、
下
村
観
山
、
桜
岡
三
四
郎
、
白
浜
徴
、
藤
島
武
―

-、
大
沢
三

之
助
、
水
谷
鉄
也
、
小
林
万
吾
の
十
二
名
、
大
正
期
の
古
宇
田
実
、
鎌
田
弥
寿

治
、
神
矢
教
親
、
伊
東
亮
次
、
矢
代
幸
雄
、
畑
正
吉
、
田
辺
至
、
津
田
信
夫、

結
城
素
明
、
板
垣
底
穂
、
田
辺
孝
次
、
森
田
亀
之
助
、
森
芳
太
郎
、
水
谷
武
彦

の
十
四
名
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
主
に
西
洋
画
科
、
彫
刻
科
の
教
官
が
派
遣
さ

れ
、
大
正
期
に
は
よ
り
広
く
各
科
か
ら
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
西
欧
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
帰
国
後
の
授
業
に
生
か
し
た
。
た
だ
し
、
明

治
期
の
浅
井
忠
、
大
正
期
の
古
宇
田
実
、
鎌
田
弥
寿
治
、
神
矢
教
親
、
伊
東
亮

次
、
畑
正
吉
は
帰
国
後
問
も
な
く
他
校
へ
転
任
な
い
し
他
校
を
本
務
と
し
本
校

教
官
を
兼
務
す
る
だ
け
と
な
っ
た
の
で
、
彼
ら
の
研
究
成
果
は
殆
ど
本
校
に
齊

さ
れ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

⑥
 

「
文
部
省
外
国
留
学
生
」
は
「
文
部
省
在
外
研
究

⑦

古
宇
田
実
の
留
学

図
案
科
第
二
部
教
授
（
同
科
主
任
、
理
事
）
古
宇
田
実
は
大
正
八
年
八
月
十

五
日
、
建
築
装
飾
術
研
究
の
た
め
満
二
年
間
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

、
フ
ラ
ソ

ス
、
イ

タ
リ
ア
（
同
年
十
二
月
十
二
日
イ
ン
ド
を
追
加
）
留
学
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
彼
は
明
治
三
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
科
を
卒
業
し
、
翌
一
――

十
六
年
本
校
嘱
託
教
師
と
な
り
、
同
―――
十
八
年
教
授
と
な
っ
た
。

古
宇
田
は
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
出
発
。
年
が
明
け
て
コ
ロ
ン
ボ
に
上

陸
、
そ
れ
よ
り
イ
ン
ド
を
旅
行
し
、
同
九
年
五
月
九
日
コ
ロ
ン
ボ
よ
り
横
浜
丸

に
乗
船
、
マ
ル
セ
イ
ュ
を
経
て
同
月
三
十
日
に

。ハ
リ
に
着
き
、
六
月
八
日
ロ
ン

ド
ン
に
到
着
し
た
。
彼
の
留
学
の
主
目
的
は
ロ
ン
ド
ソ
大
学
で
建
築
学
関
係
の

講
義
を
受
講
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
開
講
の
九
月
ま
で
は
間
が
あ
っ
た
の
で

諸
所
を
旅
行
し
、
九
月
四
日
に
ロ
ン
ド
ソ
ヘ
戻
っ
て
そ
れ
よ
り
通
学
、
受
講
。

余
暇
に
は
同
大
学
教
員
の
案
内
で
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
の
教
室
や
教
授
法
、
図

書
を
見
学
し
、
さ
ら
に
建
築
協
会
附
属
建
築
学
校
、
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ

・
ミ
ュ

ー

ジ
ア
ム
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

・
ア
ン
ド

・
ア
ル
バ
ー
ト

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け

る
諸
講
義
も
受
講
。
通
学
の
余
暇
に
は
古
建
築
、
家
具
お
よ
び
装
飾
の
大
商
店

と
工
場
、
博
物
館
、
美
術
館
、
絵
画
陳
列
所
な
ど
を
見
学
し
た
。
本
学
所
蔵

「
従
明
治
四
十
四
年
至
大
正
十
四
年
、
留
学
生

•

練
習
生
二
関
ス
ル
書
類
、
庶

務
掛
」
に
は
大
正
九
年
十
月
三
十
日
執
箪
の
古
宇
田
の
「
申
報
書
」
（
文
部
大
臣

宛
、
控
）
が
綴
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
留
学
期
間
前
半
の
足
跡
は
こ
れ
に
よ
っ

て
把
握
で
き
る
。

古
宇
田
は
欧
州
在
留
期
間
延
長
願
い
が
許
可
さ
れ
、
大
正
十
一
年
九
月
二
十

――一
日
に
掃
国
し
た
。
そ
の
翌
月
に
は
神
戸
高
等
工
業
学
校
教
授
と
な
り
、
本
校

教
授
を
兼
務
（
昭
和
四
年
四
月
ま
で
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

25 第1節 大正 9年


